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北海道立教育研究所

人材育成部研究主幹 山寺 潤

令和６年度教育研究フォーラム

令和７年３月14日（金）

初任段階教員の資質能力の向上に向けた

効果的な研修プログラムの開発に関する研究
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１ 研究の動機（現状と課題）

初任段階教員研修の概要

目 的：採用１年次から５年次に至る初任段階教員として必要な資質能力の育成・向上を目指し、

学習指導、生徒指導等に関する基本的な事項について研修をする。

年次 道教委計画研修 学校計画研修

形態 オンデマンド研修 遠隔研修 集合研修 各学校で実施

１年次 １日（0.5日×２） １日（0.5日×２） 1.5日（１日＋0.5日） 150時間以上

内 容：北海道教育委員会が実施する「道教委計画研修」
各学校で実施する「学校計画研修」

※内容例：初任段階教員１年次研修
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１ 研究の動機（現状と課題）

初任段階教員研修における役割

教職員育成課

・北海道における教員育成指標の策定

・北海道教職員研修計画の策定

基本研修の準則の策定

・初任段階教員研修

・中堅教諭等資質向上研修

・学校運営研修会 ・・・

道立教育研究所

大半の基本研修コンテンツを作成

説明用スライド

説明原稿

研修用ワークシート等

研修の流れ（コマ案）
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１ 研究の動機（現状と課題）

「新たな教師の学びの姿」の実現に向けて

主体的な姿勢

継続的な学び

個別最適な学び

協働的な学び

変化を前向きに受け止め、探究心をもちつつ自律的に学ぶことができる姿勢

求められる知識技能が変わっていくことを意識することができる学び

新たな領域の専門性を身に付けるなど強みを伸ばすための、
一人一人の教師の個性に即した学び

他者との対話や振り返りの機会を確保した学び
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１ 研究の動機（現状と課題）

○ 学校では、職員の年齢構成の変化などにより、経験豊かな教員か

らの知見の伝達が困難になっている。

○ 初任段階教員が研修内容を自身の実践との関わりで捉えたり、よりよい

教育実践に向けて今後の取組の見通しを明らかにしたりできるよう、初任

段階教員研修の改善・充実が期待される。

○ 教職に魅力を感じ、教壇に立つ初任段階教員を支える研修の実現を目

指す。
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○ 北海道教職員研修計画を踏まえ、教職生活を通じた「新たな学びの
姿」の実現に向けて、初任段階教員の資質能力の向上に向けた効果的
な研修プログラムを開発する。

Ⅱ 研究のねらい（目的）

研修プログラム

道教委計画研修コンテンツ 学校計画研修モデル研修運営者資料
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Ⅲ 研究の方法

○ 初任段階教員研修の成果と課題の把握

○ 「新たな教師の学びの姿」の実現に向けた、初任段階教員研修の
在り方の検討

○ 道教委計画研修コンテンツの改善

〇 「研修運営者資料」の開発

〇 「学校計画研修モデル」の開発
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Ⅳ 主な取組

４月 研究内容及び研究体制の構築

６月 初任段階教員研修の視察とヒアリング

７月 初任段階教員を対象としたアンケートの分析

８月 岩手県立教育研修センターの視察・聞き取り

９月 「研修運営者資料」「学校計画研修モデル」の試作

10月 中間発表会における発表と助言

11月 初任段階教員研修の視察とヒアリング

12月 初任段階教員の育成に係る学校視察

２月 教員養成大学への訪問とヒアリング
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Ⅳ 内容

○ 初任段階教員研修の成果と課題の把握

研修を視察する観点

▶「研修目標」は達成されていたか

「研修内容」や「研修過程・方法」は適切か

▶「説明」や「演習」の内容や分量、「協議」の

テーマは適切であったか

▶オンデマンド研修を踏まえた研修となっているか

▶参加者が日常の実践と結び付けたり、振り返っ
たりする場面が位置付けられているか

▶準備物の指示や運営者への配慮は適切であったか

初任段階教員研修の視察・運営
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Ⅳ 内容
視察から明らかとなった事項

▶説明の分量が多い講座があり、受講者の集中力
が途切れる場面も見られた。また、協議に十分
な時間を充てられていない

▶研修の目的を達成できるよう、演習の内容や進
め方を吟味する必要がある

▶演習や協議を行う際は、自校や自身の取組と結
び付けて考えられるよう工夫が必要

▶協議で得られた気付きや学びをまとめに反映で
きていない場合がある

▶円滑な研修運営に向けて、演習に必要な準備物
を明確に示す必要がある など

初任段階教員研修の成果と課題の理解 改善の方向性を共有

○ 初任段階教員研修の成果と課題の把握
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Ⅳ 内容

これまでの初任段階教員研修の成果を自校でどのように生かしたいですか

・研修で学んだ授業づくりや学習評価、特別支援教育の考え方を自校の実践で生かしたい。

・授業の工夫やICT活用などについて、自校の先輩教員から学んでいきたい。

・課題が生じても一人で抱え込まず、他の教師に相談したり、協力をお願いしたりするなど、連携や協

働を大切にしていきたい。

【課題やニーズ】

＊学習意欲を高める指導の工夫に課題を感じている
＊特別な支援を必要とする児童生徒との関わり方に課題を感じている
＊児童生徒の小さな変化に気付けるよう、コミュニケーションを豊かに
していきたい

○ 初任段階教員研修の成果と課題の把握

初任段階教員を対象としたアンケートの実施
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○ 初任段階教員研修の在り方の検討

・広域分散の地域特性に応じた初任段階教員研修
の実施体制
・「学び方を学ぶ」アクション・リサーチの取組

岩手県総合教育センターの視察

Ⅳ 内容
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○ 初任段階教員研修の在り方の検討

「学び続ける教師」になるために

アクション・リサーチの手法を用いて

・教師自らの主体的な学びのマネジメント
・個別最適・協働的な教師の学び
・適切な目標設定と現状把握
・自らの経験や他者から学ぶといった「現場の経験」も
含む学び

道教委計画研修を自校の学びに生かす

・省察の場面をどのように位置付けるか
・研修内容を自身の実践とどのように結び付けるか
・自校における学びをどのようにデザインするか
・自校における協働的な学びをどのように促すか

Ⅳ 内容
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○ 初任段階教員研修の在り方の検討

▶ 本研究の概要

▶ 初任段階教員研修の概要

▶ 教員養成大学におけるカリキュラムや講義

内容

▶ 初任段階教員研修の在り方 など

教員養成大学へのヒアリング

Ⅳ 内容
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○ 初任段階教員研修の在り方の検討 研修観の転換に向けた所員研修

独立行政法人教職員支援機構（NITS）と連携した継続的な研修

Ⅳ 内容
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「新たな教師の学びの姿」の実現に向けて

「協働的な学び」につながる改善の視点

▶ 自校におけるこれまでの実践や研修を受講した気
付きなどに関する対話の充実

「主体的な姿勢」につながる改善の視点

▶ 自校における実践を振り返ったり、実践上の課題
を見つめたりする場面の充実

「継続的な学び」につながる改善の視点

▶５年間に渡る研修全体のつながりやオンデマ・遠
隔・集合研修それぞれの特長を生かした改善

○ 初任段階教員研修のコンテンツの改善

Ⅳ 内容
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・協働的な学びにつながる研修の工夫

・主体的な姿勢につながる研修の改善

省察や協議の充実による研修成果の実感

生徒指導の研修では

「対話を通して、他の教員との連携やコミュニケーションの
大切さ学んだ。日常の教育活動でも積極的に他者と関わり、
支え合いながら教職を続けていきたい。」

「生徒指導の考え方を生かして、学級経営を改善することが
求められており、日常の実践に取り入れたい。」

○ 初任段階教員研修のコンテンツの改善

Ⅳ 内容
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・個別最適な学びを実現する研修の工夫

・継続的な学びにつながる研修の改善

学び続ける意欲を引き出す

学習指導の研修では

「本研修での学びを同僚と共有し、授業改善に役立てたい。
経験豊富な先生方との情報交換を積極的に行い、教育活動に
反映させていきたい。」

「授業の計画や振り返りを継続的に行い、学習指導要領に基
づいた質の高い授業づくりを続けたい。他の教員の実践を参
考にしたり、自分の授業を振り返ることを習慣化し、ブラッ
シュアップを図っていきたい。」

○ 初任段階教員研修のコンテンツの改善

Ⅳ 内容
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○ 初任段階教員研修のコンテンツの改善 次年度研修コンテンツの作成

受講者アンケートの分析

研修運営者の意見の整理

研修を改善する方向性を明確化

研修内容や配列の検討

説明内容の吟味

演習や協議内容の工夫
（例）研修内容や配列の検討

Ⅳ 内容
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○ 研修運営者資料の作成

これまでの研修とのつながり

協議運営のポイント

「新たな教師の学びの姿」を
実現する視点

円滑な研修運営と
研修の質的向上に向けて

Ⅳ 内容
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○ 学校計画研修モデルの作成

Ⅳ 内容

学校における初任段階教員の学びをサポート
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○ 学校計画研修モデルのポイント

Ⅳ 内容

▶ 他者との対話や質の高い学習コンテンツを活用しながら「学び方を学ぶ」

▶ 「道教委計画研修」と「学校計画研修」を関連付けることで、研修効果を高める

▶ 初任段階教員の学びを支援することによる、学校の組織的な学びを提案

▶ 効果的・効率的な研修の実現による、学校における働き方改革の促進

▶ 「北海道における教員育成指標」や「自己診断シート」、「全国教員研修プラッ
トフォーム」（Plant）などの統合的な活用を提案
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Ⅴ 今後に向けて

〇 次年度の初任段階教員研修の状況を把握し、本研究の成果と課題を明

らかにした上で、研修コンテンツや「研修運営者資料」の改善を進める。

〇 作成した「学校計画研修モデル」については、希望する学校と試行実施

し、改善を図った上で、普及を図る。
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北海道立教育研究所

人材育成部研究主幹 山寺 潤

初任段階教員の資質能力の向上に向けた

効果的な研修プログラムの開発に関する研究

御清聴ありがとうございました。

令和６年度教育研究フォーラム

令和７年３月14日（金）
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